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庁舎等の建設については、市民の皆様のご理解を得ながら進めることが大切

であることから、「庁舎等建設だより」を発行していくこととしました。 
 

市庁舎等の建設検討を開始しました 
市の公共施設は、6 割以上が建築から 30年以上経過しています。これらの

施設では、今後、大規模な改修や建替えが必要となり、さらなる財政的な負担

が想定されています。 

このような状況の下、公共施設の需要やニーズに対応していくため、市では

平成 27年度に『下妻市公共施設等マネジメント基本方針』を策定し、以下の

3つの「基本原則」と公共施設の「削減目標」を定めました。 
 
 

 

 

 

この考え方に基づき、平成 28年度に策定した『下妻市公共施設再配置計画

【Ⅰ期】』では、老朽化が進み、耐震性に不安のある下妻市役所本庁舎の建替

えに合わせて、市民文化会館や公民館、保健センターなどの周辺施設との集約

化・複合化に加え、公共サービスが類似・分散している千代川庁舎との集約化

を図り、公共施設を削減することによる将来負担の低減や、都市機能の拠点形

成に向けた取組を、10 年後の平成 38 年までを目標に進めていくこととしま

した。 

現在、市では、この再配置計画を踏まえ、防災拠点を強化し、にぎわいの創

出により市民に親しまれる市庁舎等の検討を開始し、今年度に庁舎等建設基本

構想を策定する予定です。 
 
 

庁舎に関するアンケート調査を実施中 
庁舎等の建設に向けて、広く市民の皆様の考えをお伺いするために、市庁舎

の利用状況や、現在の市庁舎の利用しやすさについてのご意見、これからの市

庁舎のあり方に対するご要望等に関するアンケート調査を実施します。 

満１５歳以上（平成 29 年４月１日時点）の市民から無作為に抽出した

3,750 人を対象にアンケート調査票を郵送いたしますので、対象となった方

は、アンケートの回答にご協力くださいますようよろしくお願します。  

平成２９年（2017年）７月 下妻市 

《基本原則》 
①公共施設の保有量を削減する   
②施設の更新時には複合化を行う 
③長寿命化によりライフサイクルコストを削減する 

《削減目標》 

公共施設の保有量（延床面積） 

今後 30 年間で 30％削減 



 

 

庁舎建設検討市民会議を開催します 
庁舎等の建設について、市民の皆様と検討を進めるため、市民や議会の代表、

学識経験者や関係団体の代表者で構成する「下妻市庁舎等建設検討市民会議」

を設置しました。今年度は、庁舎等建設基本構想に関する事項について、７月

から１０月にかけて計 5回の会議を開催し、先進庁舎の視察や、ワークショッ

プなどにより、より良い庁舎の建設に向けた協議・検討を進めて行く予定です。 
 
 

 

庁舎等建設のスケジュール 
庁舎等の建設は、おおむね以下のようなスケジュールで進めて行く予定です。 

 

※詳細な建設スケジュールは、今年度策定する基本構想で検討していきます。 

※各計画等の策定時には、それぞれパブリックコメントを実施します。 

今年度 

•市民アンケート、庁舎建設検討市民会議の実施 

•基本構想の策定 

H30年度 

•基本計画の策定 

•執務環境調査 

 

H31～H37 

年度 

•設計、施工 

•合併特例債の期限である平成37年度までの竣工を 
目標としています。 

≪ご意見・お問い合わせはこちらまで≫ 

〒304-8501 

下妻市本城町二丁目２２番地 

下妻市 総務部 財政課 施設経営係 庁舎等建設担当 

電話：0296-43-2235（直通） 

F AX：0296-43-4214 

Eメール：zaisei@city.shimotsuma.lg.jp 

 


